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ＳＤＧｓ達成のための取り組み

ＳＤＧｓ（Ｓuｓtainable Ｄevelopment Ｇoals）とは、「誰一人取り残さない」持続可能な社会

を実現するために、2015年の国連サミットで採択された、2030年を期限とする17の国際目標

です。

福岡市では、総合計画に基づく各施策の着実な推進により、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいます。

道路下水道局においても、市民生活や都市活動を支えていくため、「福岡市道路整備アクション

プラン2028」に基づく事業を推進する中で、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいきます。



１． 計画の概要

■ 位置付け

福岡市道路整備アクションプランは、本市の将来の健全な発展を促進するために策定する市政の

総合計画（基本構想・基本計画）などに基づいて、道路分野における実施計画として、道路整備の基

本的な考え方や主要施策・成果指標を示すものです。

福岡市総合計画

福岡市都市交通基本計画

福岡市道路整備アクションプラン

無電柱化推進計画
道路施設アセットマネジメント個別施設計画

など

交通政策の基本的指針

道路分野の実施計画

道路分野における
各施策の個別計画

■ 計画期間

基本構想で示した都市像の達成に向け、基本計画や実施計画を踏まえ、道路整備の進捗状況や道

路を取り巻く状況、道路整備に関する意見などを勘案し、令和７年度から概ね10年間の「道路整備

の基本的な考え方」及び令和７年度から４年間（令和7年度～令和10年度）の「主要施策と成果指

標」を示すものです。

計
画
期
間

R8H29 R6 R7 R16

主要施策
成果指標

R2 R3R3 R10

基本的な考え方 基本的な考え方

基本構想
「福岡市基本構想」

基本計画
「福岡市基本計画」

「福岡市基本構想」に掲げる都市像の実現に向けた
方向性を、まちづくりの目標や施策として総合的・体
系的に示した10年間の長期計画

主要施策
成果指標

主要施策
成果指標

アクションプラン
2020

アクションプラン
2024

アクションプラン
2028

福岡市が長期的にめざす都市像を示したもので、福岡
市のさまざまな計画や市政運営の基本になるととも
に、市民をはじめ、まちづくりに携わる産学官民の多
くの主体が共有するもの

交通分野における基本理念や目標像を示すとともに、方針や
主な施策を体系的にまとめた交通政策の基本的指針
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２． 福岡市の道路を取り巻く状況

人口、面積

■ 人口構造、面積

R6.9.1現在
資料：福岡市推計人口

【福岡市の面積と人口】

【人口の推移、年齢別人口構成】

【障がい児・者数及び総人口に占める割合の推移】

資料：「第７期福岡市障がい福祉計画」
資料：「第３期福岡市障がい児福祉計画」

全国的に人口減少社会を迎える中、福岡市の人口は一貫して増加を続けており、令和６年

で約165万人となっています。将来人口推計の予測では、今後も増加を続けるものの、令和

22年頃に約170万人に達し、ピークを迎えると見込まれています。

総人口に占める高齢者（65歳以上）の割合が21％を超えて超高齢社会に突入しており、今

後も高齢化率が上昇し続ける見込みとなっています。

また、総人口に占める障がい者の割合も増加傾向となっています。

面積 人口

東区 69.46k㎡ 336,541人

博多区 31.62k㎡ 262,099人

中央区 15.39k㎡ 214,459人

南区 30.98k㎡ 271,394人

城南区 15.99k㎡ 134,082人

早良区 95.87k㎡ 224,615人

西区 84.16k㎡ 213,031人

計 343.47k㎡ 1,656,221人

資料：国勢調査
資料：福岡市の将来人口推計
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■ 入込観光客、外国人入国者

■ 人の動き

【入込観光客数の推移】

【外国人入国者数の推移】

資料：福岡市経済の概況

資料：福岡市観光統計

福岡市を訪れる観光客や外国人入国者は増加していましたが、新型コロナウイルス感染症

の影響により、令和２年以降大きく減少しました。

令和５年度は、福岡空港の旅客数が新型コロナウイルス感染症拡大前を超えるなど、徐々に

交流人口が回復しています。

トリップ数全体が増加する中、年々、高齢者（65歳以上）の動きが増加しています。

資料：北部九州圏パーソントリップ調査

【人の動きの変化】
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■ 貨物量・コンテナ量

博多港における貨物量の取り扱いについては、ほぼ横ばいとなっており、福岡空港につい

ては、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度に大きく減少したものの、令和4年

度は若干回復しています。

4

物流

【海上輸出入貨物量・国際海上コンテナ量の推移】

資料：令和５年博多港統計年報

資料：暦年・年度別空港管理状況調書

【福岡空港の貨物取扱量の推移】
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■ 自動車・自転車利用割合

■ 自動車保有台数

自動車・自転車

トリップ数全体（人の動き）が増加する中、自転車利用の割合は、ほぼ横ばい、鉄道やバスの

割合は増加、自動車利用の割合は減少しています。

資料：北部九州圏パーソントリップ調査

【交通手段別の動きの変化】

福岡市・都市圏ともに、自動車保有台数は年々増加しており、令和４年度末で約75万台（福

岡市）、約140万台（都市圏）となっています。車種別に見ると、特に軽自動車が増加していま

す。
【自動車保有台数の推移（福岡市）】

【自動車保有台数の推移（都市圏）】

資料：九州運輸局

資料：九州運輸局
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■ 二酸化炭素排出量

環境・気候

自動車部門の二酸化炭素排出量は、令和元年度まで横ばいで推移していましたが、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、令和２年度以降減少しています。

また、１人を１km運ぶのに排出される二酸化炭素の排出量は、自家用自動車が最も多く

なっています。

資料：福岡市環境局

【市内の温室効果ガス排出量の推移】 【1人を1km運ぶのに排出される
二酸化炭素の排出量】

資料：国土交通省
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■ 気候

平均気温は増加傾向となっており、直近100年辺り2.5℃上昇しています。

気温上昇の影響により大雨も増加しており、短時間強雨（50mm以上/1ｈ）の回数は直近

45年間で約2.3倍になっています。

黒線：年平均気温
青線：この期間の長期変化傾向

棒：各年の1時間降水量50㎜以上の回数
青線：この期間の長期変化傾向

100年で
2.5℃上昇

45年で
約2.3倍

【福岡県の平均気温】

【福岡県の短時間強雨回数】

資料：気象庁

資料：気象庁



交通事故

2
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■ 交通事故発生件数
市内の交通事故件数及び死者数は減少傾向となっています。

また、令和4年における交通事故のうち、交差点や交差点付近での事故件数が約6割となっ

ています。

【交通事故発生件数と死者数の推移】

資料：令和4年 福岡市の交通事故

【道路形状別交通事故発生件数】

資料：令和4年 福岡市の交通事故

約6割

7

新たなモビリティ

■ 新たなモビリティサービス

資料：政府広報オンライン

資料：国土交通省

WISENET2050･政策集

自動運転（物流）

交通機関の利用拠点や人々の交流の場として期待されるモビリティハブや自動運転な

ど、技術革新等を背景として新たなモビリティサービスに対する動きが活発になってきて

います。

モビリティ･ハブ

資料：国土交通省

道路政策ビジョン2040
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■ 年代別の交通事故割合、道路形状別交通事故発生件数

高齢者（65歳以上）関連事故の割合は、増加傾向となっており、年少者（15歳未満）関連事

故割合は、横ばいで推移しています。

【高齢者・年少者関連の交通事故発生件数の推移】

資料：福岡市市民局
資料：福岡市統計書

資料：福岡市市民局
資料：福岡市統計書

【高齢者】 【年少者】

■ 自動車１万台あたりの交通事故件数

福岡市の自動車１万台あたりの事故発生件数は、大阪市や浜松市に次いで、ワースト３位と

なっています。

【自動車１万台あたりの交通事故件数（R4年政令市比較）】
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資料：令和4年 福岡市の交通事故
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■ 自然災害への備え

防災

福岡市では、平成17年3月に発生した福岡県西方沖地震により、法面の崩壊や舗装の隆起

などの被害が発生しました。警固断層帯南東部では、今後30年以内に地震が発生する確率

は0.3%～6%と言われており、国内の主な活断層の中では高くなっています。

令和6年1月に発生した能登半島地震では、土砂崩れや道路の陥没などによって多数の通

行止めなどにより、救助や支援の手が届きにくい状況になるとともに、水道や下水道などの

復旧に期間を要しています。

また、令和元年9月に発生した台風15号では、千葉市を中心に電柱約2,000本が倒壊、最

大約93万件の停電が発生し、停電の解消に約2週間を要しました。

【警固断層帯南東部で地震が起きた場合】

施設の老朽化

警固断層帯南東部

資料：福岡市揺れやすさマップパンフレット

断層の位置 警固断層帯南東部

断層の長さ 約27km程度

規 模 マグニチュード7.2

【令和6年 能登半島地震による道路崩落】 【令和元年 台風15号による電柱倒壊】

資料：千葉県資料：石川県

9



■ 道路ネットワーク、地域の主要渋滞箇所

道路状況

福岡外環状道路や都市高速道路をはじめとした、都市計画道路などの整備により、放射環

状型の幹線道路ネットワークの形成が進んできたものの、市内の一部においては、依然とし

て渋滞が発生しています。

整備済

事業中

整備済

事業中

未着手

整備済

事業中

未着手

一般道
（４車線以上）

一般道
（２車線）

凡　　　例

自動車
専用道路

【道路ネットワーク】

【地域の主要渋滞箇所】

・ 都市計画道路の整備率 ： 約85.3％（令和６年度末見込み）

・ 市内選定箇所 ： 75箇所（令和６年10月時点）

凡 例
主要渋滞箇所

市管理

国管理

資料：福岡県交通渋滞対策協議会資料を基に福岡市作成

10

※事業中・未着手は車線の増を伴うもの

※図中には、都市計画道路のほかに、国道や県道等も含む
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■ 都市高速道路の交通状況

道路状況

福岡都市高速道路の交通量は、これまで増加していましたが、新型コロナウイルス感染症の

影響により、令和２年度は大きく減少したものの、令和5年度は新型コロナウイルス感染症拡

大前の水準まで回復しています。

【主要渋滞箇所】

11

【交通量の推移】

・令和５年度

資料：福岡北九州高速道路公社

資料：福岡北九州高速道路公社ＨＰ
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■ 橋梁の老朽化

施設の老朽化

福岡市が管理する橋梁は、約2,000橋にのぼり、これらの橋梁は、1970年代から1980

年代の高度経済成長期に建設されたものが多い状況となっています。

市が管理する道路の延長・面積は年々増加しており、約3,900km・約2,800万㎡に達して

います。

■ 道路の管理延長・面積

【道路延長】 【道路面積】

【建設年代別の橋梁数】

資料：福岡市

資料：議会要覧資料：議会要覧
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